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シ
ス
琵
琶
湖
大
津
」
の
登
録
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
大
津
市
中
心
市
街
地

周
辺
の
活
性
化
へ
の
機
運
が
さ
ら
に

高
ま
り
、
そ
の
成
果
が
地
域
全
体
に

広
が
る
も
の
と
確
信
す
る
。

　
ま
た
、
登
録
に
よ
り
、
大
津
港
の

防
災
機
能
の
向
上
が
見
込
ま
れ
、
災

害
時
に
お
け
る
び
わ
湖
か
ら
の
取
り

組
み
の
有
効
性
と
実
効
性
が
高
ま
る

こ
と
と
な
り
、
県
民
の
安
全
・
安
心

な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待

す
る
。

　
大
津
港
を
仮
称
「
み
な
と
オ
ア
シ

ス
琵
琶
湖
大
津
」
に
登
録
に
向
け
た

今
後
の
取
り
組
み
と
地
域
活
性
化
お

よ
び
防
災
面
つ
い
て
期
待
さ
れ
る
効

果
に
つ
い
て
、
伺
う
。

　
　
　
　

25
年
度
か
ら
は
、
活
性

化
と
再
整
備
を
推
進
す
る

た
め
の
基
本
構
想
の
策
定
と
地
元
と

の
合
意
形
成
、
運
営
組
織
作
り
を
進

め
令
和
９
年
12
月
に
予
定
の
新
し
い

琵
琶
湖
文
化
館
の
開
業
を
待
つ
こ
と

な
く
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
登

録
に
向
け
鋭
意
取
り
組
む
。
期
待
さ

れ
る
効

果
に
つ

い
て
は
、

知
名
度
、

認
知
度

が
向
上

し
、
国

内
外
か

ら
の
観

光
客
な

ど
、
交

Ａ
�

（ 

抜　
粋 

）

　
　
　
仮
称
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
琵

琶
湖
大
津
」
の
登
録
に
向
け

た
大
津
港
に
お
け
る
取
り
組
み
を
契

機
と
し
た
港
湾
の
在
り
方
に
つ
い
て

　
地
域
住
民
の
交
流
や
観
光
の
振
興

を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
資
す
る

「
み
な
と
」
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
す
る
た
め
国
が
「
み
な
と

オ
ア
シ
ス
」
制
度
を
創
設
さ
れ
、
現

在
、
期
待
さ
れ
て
い
る
役
割
は
災
害

時
の
支
援
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

　
浜
大
津
地
域
に
所
在
す
る
本
県
最

大
の
港
で
あ
る
「
大
津
港
」
に
お
い

て
は
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
取
り

組
み
が
開
催
さ
れ
、
今
後
、
琵
琶
湖

疏
水
観
光
船
の
乗
り
入
れ
や
新
・
琵

琶
湖
文
化
館
の
開
館
が
予
定
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
賑
わ
い
創
出
が
期

待
さ
れ
る
。

　
私
は
、
大
津
港
が
西
日
本
で
初
と

な
る
淡
水
湖
の
仮
称
「
み
な
と
オ
ア

Ｑ

流
人
口
の
増
加
や
特
産
品
の
販
売
促

進
等
、
港
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
周
辺

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。
防
災
面
に
つ
い
て

は
、現
状
、資
機
材
や
物
資
の
保
管
・

備
蓄
能
力
の
不
足
等
も
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、
国
の
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
が
重
点
的
に
配
分

さ
れ
る
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
の
仕

組
み
を
活
用
し
、
必
要
な
施
設
整
備

や
老
朽
化
施
設
の
修
繕
や
改
修
等
も

促
進
で
き
る
も
の
と
期
待
す
る
。

　
　
　
滋
賀
県
に
お
け
る
宇
宙
政
策

に
つ
い
て

　
現
在
、
宇
宙
空
間
の
活
用
は
、
私

た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
イ
ン
フ
ラ
基
盤
と
し
て
の
重
要

性
が
増
し
て
い
る
。

　
２
０
２
３
年
７
月
１
日
、
本
県
に

お
い
て
、
日
本
で
唯
一
の
研
究
拠
点

と
な
る
立
命
館
大
学
宇
宙
地
球
探
査

研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
イ
ー

セ
ッ
ク
）
が
び
わ
こ
・
く
さ
つ
キ
ャ

ン
パ
ス
に
設
立
さ
れ
、
宇
宙
飛
行
士

の
野
口
聡
一
氏
を
学
長
特
別
補
佐
お

よ
び
セ
ン
タ
ー
の
研
究
顧
問
に
迎
え

ら
れ
て
い
る
。

　
私
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
が
、
我
が
国
の

宇
宙
開
発
利
用
の
分
野
に
お
い
て
果

た
し
て
い
く
役
割
や
機
能
に
大
き
な

可
能
性
を
感
じ
る
と
と
も
に
、
本
県

に
お
け
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
や
産
業

の
創
造
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
人
材
の

育
成
や
宇
宙
空
間
の
平
和
利
用
に
係

る
教
育
の
推
進
な
ど
、
将
来
、
本
県

Ｑ

の
宇
宙
政
策
に
お
い
て
も
多
岐
に
わ

た
る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
期
待

し
て
い
る
。

　
今
後
、
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
の
情
報
・
意

見
交
換
を
通
じ
て
、
本
県
が
果
た
す

べ
き
役
割
や
支
援
の
在
り
方
を
検
討

す
る
な
ど
、「
宇
宙
と
い
え
ば
滋
賀

県
」
と
世
界
か
ら
認
知
さ
れ
る
よ
う

に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
認
識
す
る
。

　
Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
の
設
立
に
よ
り
、
本
県

に
も
た
ら
さ
れ
る
効
果
と
期
待
す
る

こ
と
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

　
　
　
　

Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
は
、
宇
宙
開

発
・
イ
ン
フ
ラ
構
築
分
野

を
牽
引
す
る
日
本
有
数
の
拠
点
と
な

る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
本
県
に

お
い
て
も
宇
宙
開
発
利
用
に
関
わ
る

産
業
の
創
出
や
集
積
、
そ
の
技
術
を

活
用
し
た
産
業
の
活
性
化
等
の
効
果

の
持
続
的
な
発
展
が
期
待
で
き
る
と

考
え
て
お
り
、
ま
た
、
宇
宙
飛
行
士

の
野
口
聡
一
氏
が
研
究
顧
問
に
就
任

さ
た
こ
と
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
り

ま
し
て
も
、
宇
宙
が
身
近
に
な
り
、

夢
と
希
望
を
抱
く
機
会
が
増
え
る
と

と
も
に
、
宇
宙
開
発
利
用
に
関
わ
る

人
材
の
裾
野
を
拡
げ
る
効
果
も
期
待

を
し
て
い
る
。
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
は
、
副
知
事
を
宇
宙
担
当
と
し
て
、

Ｅ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
と
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、

県
内
の
大
学
や
企
業
等
と
の
連
携
、

国
の
予
算
の
活
用
な
ど
、
協
力
や
支

援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

Ａ

自民党滋賀県議団
政務調査会の要望活動

一
般
質
問

滋
賀
県
議
会

　
　
２
月
定
例
会
議

・�

特
別
支
援
学
校
新
設
と
北
大
津
養
護
学
校
の
施
設
充
実
へ

・
大
津
地
域
高
等
学
校
の
取
り
組
み
推
進
支
援
へ

　

�

北
大
津・瀬
田
工・東
大
津
高
校
の
ト
イ
レ
更
新
大
き
く
前
進
‼

　

�

堅
田
高
・
大
津
商
業
・
大
津
高
・
石
山
高
・
瀬
田
工
が
各
種
研

究
事
業
拠
点
校
指
定
！

・
大
津
祭
運
営
へ
の
助
成
拡
充

・�

警
察
官
２
年
連
続
増
員（
10
名
）へ

・�

瀬
田
駅
前
と
皇
子
山
交
番
の
更
新
整
備
へ

・
犯
罪
被
害
者
等
支
援
充
実
へ

・�

み
な
と
オ
ア
シ
ス
大
津
港
登
録
へ

・
衛
生
科
学
セ
ン
タ
ー
更
新
整
備
へ

・
子
ど
も
医
療
費
拡
充
へ

２０２４年度
滋賀県一般会計

ここがここが
キリタ視点‼キリタ視点‼

▲ESECセンター長
　　　佐伯和人氏と共に

▲「みなとオアシス」に大津市の大津港登録を !

▲警察庁への要望の様子

警
察
署
新
設
に
つ
い
て
も
必
要
性
を
直
接
訴
え
ま
し
た
。

▲露木長官へ手交

ココにいます

コ
コ
に
い
ま
す
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桐田まこと
ホームページ

生年月日：1977年（昭和52年）3月生まれ　妻と娘２人の４人家族

教育・子ども若者常任委員会 
委員
公共交通・国スポ・障スポ大会
対策特別委員会 副委員長

滋 賀 県 議 会 議 員

桐田まこと
●大津市立瀬田小学校卒業             ●大津市立瀬田北中学校卒業
●滋賀県立大津商業高等学校卒業    ●立命館大学経済学部経済学科卒業
●民間企業勤務                            ●山下英利参議院議員秘書
■第９５代大津市議会 議長
　(令和3年度)

大津市大江7丁目7番32の3号　TEL／FAX 077‐547‐4800連絡先

FacebookTwitter XLINE

各地域の行事などに参加

▲

富
山
県
朝
日
町
へ
行
政
調
査

（
公
共
交
通
）

▲ここ滋賀日本橋（東京）
是非お立ち寄りください！

▲ここ滋賀での光る君へ
プロモーション。

▲母校 瀬田小学校卒業式に
臨席。ことし150周年です。

▲日本フードトラック協会と県との災害支援協定に立会。

▲大近江展（高島屋日本橋店・東京）賑っていました‼

▲ボートレースびわこ VR バトルを
経験。

▲滋賀短大附属
高校卒業式に
臨席。

▶

大津地域
農業振興
大会に
参加。

▲瀬田学区女性のつどい
に出席。

▲大津 100 円商店街と浜大津こだわりブギウギ朝一に出
かけました。

▲びわ湖開き参加。

▲

内
外
情
勢
調
査
会
滋
賀
県
支
部
懇
談

会
に
出
席
。

▲シビ・ジョージ駐日
インド大使と共に

▲第 75 回インド共和国
記念日式典に出席。

▲瀬田商工会年賀交歓会に出席。▲大津市遺族会新春挨拶
会に出席。

▲大津市水道瓦斯工事店協
同組合設立 60 周年記念
祝賀会に出席。

▲滋賀県がん対策推進議員連盟
主催「がん」と「向き合う」
フォーラムに参加。（甲賀市）

▲瀬田スポーツ少年団野球部卒団
式に出席。

▲滋賀県自衛隊入隊・入校激励会
に出席。

国際親善取組んでいます！

桐田まこと
活動の様子

VR
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●近江国庁排水施設工事

▲排水管を移設し道幅が広くなりました。

桐田まこと
日々、取り組んで
おります�

お寄せいただいたご要望・ご意見

ト
ピ
ッ
ク

「
子
ど
も
若
者
部
」が
新
設
‼

　
滋
賀
県
の
子
ど
も
若
者
施
策
の
司
令

塔
と
し
て
の
役
割
に
期
待
‼

滋
賀
県
庁
本
館
は
、

国
登
録
有
形
文
化
財
で
す
‼

　
１
９
３
９
年（
昭
和
14
年
）に
竣
工
し
、

国
土
の
歴
史
的
景
観
、
造
形
な
ど
が
評

価
さ
れ
、
ま
た
再
現
が
容
易
で
は
な
い

こ
と
か
ら
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

美
し
い
県
庁
本
館
を
ご
覧
に
来
庁
く
だ

さ
い
。

▲土砂浚
しゅん

渫
せつ

により通水量が増えました。

●宮川の河川改修

︽ 

治 

水 

分 

野 

︾


